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文脈的コードスイッチング：Wu et al.(Under submission )によれば、文脈的コードスイッチングとは、個人が特定の相手や状況に応じて能動的に
コミュニケーションスタイルを調整し、伝達効率を高めようとする適応的戦略である。この行動は、自身に馴染みのある文化的（集団的）背景
知識や非言語情報などの文脈的手がかりへの依存を意図的に減らし、代わりに明確で簡潔な表現や、相手に馴染みのある手がかりへの依拠を通
じて、メッセージの明瞭性を確保し、効果的な伝達を図るものである。本研究の目的は文脈的コードスイッチングを測量する尺度を開発する
ことである。
方法： （実験１）計20項目のスケール式の質問項目を使って日本人大学生（N=100）に対してウェブ調査を行った。得たデータに対して、項目分
析と因子分析により新しい尺度を作成する。 （実験２）調査会社を通じて、日本人大学生（N=47）と日本人社会人（N=147）に対してウェブ調査
を行った。実験1で暫定的に作成された質問項目を課すと同時に、計8項目の自由記入式の質問項目を使って、実験参加者に特定の事象・事物に
ついて、異なる相手（その背景を知っている相手と知らない相手）に説明することを求めて文脈的コードスイッチングが行われるかどうかを3
名の評価者が7件法で評価して得点化した。それによって、実験1で暫定的に作成された質問紙による文脈的コードスイッチング尺度得点が、実
際に測定された文脈的コードスイッチングの程度と相関するか否かを検討することによって、尺度の妥当性が検証される。

実験１（7件法スケール）

実験２（自由記述式）

結果
（実験１）因子分析により２因子構造「順応性」「受信者配慮」（計９項
目）の尺度が構成されている（CFI = .99、TLI = .98、RMSEA = .04、
SRMR = .06 ）。尺度全体のα＝.84であった。「順応性」のα＝.84であっ
た。「受信者配慮」のα＝.74であった。
（実験２）大学生において、スケール式質問項目のα＝.78であった。記述
式項目について評価者間信頼性ICC (2,1) = .83（p <.001）であった。両者
間には有意な相関が見られなかった（r=.28, p = n.s.）。各下位尺度の影
響を分析するために重回帰分析を行った。結果として、順応性と記述式
の間に有意な負の関連性が見られた（ β =-.28, p=.08）、受信者配慮と記
述式の間に有意な正の関連性が見られた（ β =.59, p=.000）。モデル全体
は有意であった（ R2 =.25, p=.002）。社会人において、尺度全体のα＝.90
であった。記入式項目について評価者間信頼性ICC (2,1) = .68（p <.001）
であった。両者間には有意な相関が見られなかった（r=-.03, p = n.s.）。
各下位尺度の影響を分析するために重回帰分析を行った。結果として、
順応性と記述式の間に有意な負の関連性が見られた（ β =-.30, p=.02）、
受信者配慮と記述式の間に有意な正の関連性が見られた（ β =.27, 
p=.03）。モデル全体は有意であった（ R2 =.06, p=.045）。
尺度のすべての下位尺度について妥当性が検証された。

質問紙の例
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